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国際ロータリー第2840地区
2022－2023年度
ガバナー　中野正美

　今月は「職業奉仕月間」です。職業奉仕は「ロータリーの目的」の第２項を土台としています。　
ロータリーで言う「職業」は、単なる事業、物品の販売ではなく、受け取る側にとって適切であり、
思いやりが満ちて継続されていることが重要とされ、さらにロータリアン本人だけでなく、買い手、
売り手、同業者、従業員に対して最高のサービスの手本を示して実践されるべき仕事でなければな
らないと考えられています。言葉にすると難しいですが、まさにこれは職業上の「四つのテスト」
の実践だと思います。
　「四つのテスト」の考案者ハーバート・J・テーラーはあるとき銀行の副社長から頼まれて、倒産
しそうな会社に手を貸してくれるよう頼まれました。そして年俸３万3,000ドルの会社の副社長ポ
ストをやめて、40万ドルの借金がある倒産寸前の会社に移りました。それはどうしてか？「この会
社で奉仕をして、将来この会社の経営方針を自分で決められれば、今より数倍の時間を神への奉仕
に使うことが出来る」との思いからだったと回想しています。それ程彼は敬虔なクリスチャンだっ
たようです。まず行ったのが高邁な倫理、道徳に基づく会社の経営方針の作成でした。熟考に熟考
を重ね、悩みに悩んだ結果に誕生したのが「四つのテスト」でした。従業員の考えが正しければ、
行いも正しくなるだろうと考えたそうです。そして破産同然の会社は徐々にディーラーからも消費
者からもそして同業者からも善意と信頼を得ることが出来て、善良な社員が優良な製品を生産し、
ディーラーからも消費者からも信頼されるようになり、５年間で40万ドルの借金は利子を含め返済
が出来て、次の15年間で100万ドルの株式配当が出来て、会社の純資産は750万ドルにまで達した
そうです。「四つのテスト」がもたらしたものは仕事上のことだけではなく、最も有益だったのは人
間関係においてもたらされた素晴らしい効果だったと自叙伝（訳：菅野多利雄PRID）で述べられて
います。
　それでは職業奉仕の実際の行動としてはどのようなことが挙げられるかというと
　　①�例会で会員が自分の職業について話し、互いの職業について学びあう
　　②�地域社会の奉仕プロジェクトで職業スキルを活かす
　　③�高潔さを重んじて仕事に取組み、言動を通じて模範を示すことで倫理的な行動を周囲に促す
　　④�若者のキャリア目標を支援する
　　⑤�専門能力の開発を奨励し、指導する
などです。
　H.J.テーラーは「四つのテスト」を書いてから2年くらいして、旧約聖書のある個所と主旨は全
く同じであることに気が付いたそうです。
　ロータリー用語「ロータリー手帳2022－23年度ロータリー関連資料」27ページ、また田中久夫
PGの著書「ロータリークラブに入ろう！」の【9】ロータリーにとって大切な概念「職業奉仕」（56
―60ｐ）の項に表されています。

ガバナーメッセージ
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2025年規定審議会に向けて
審議会地区代表議員・審議会立法案検討委員会委員長
パストガバナー　本田博己（前橋ロータリークラブ）

　2022年規定審議会についてレポートしてきた本連載も今回が最終回です。連載１回目の2022年

８月号では規定審議会の意義について、９月号では「人頭分担金」の大幅増額について、10月号で

は2022年規定審議会に上程された2840地区からの制定案の採否の詳細、11月号ではクラブと地

区に関連する重要な変更点について、それぞれ解説してきました。審議会に関してお伝えしたいこ

とはまだまだたくさんありますが、最終回の今回は、次回2025年の規定審議会に向けて考えてお

きたいことを書き留めておきたいと思います。

RLIセミナーで「人頭分担金の増額」について議論しました
　今年度で12期目になりますが、2840地区では、毎年各クラブの会長エレクト、幹事予定者を対

象にRLI（Rotary Leadership Institute）セミナーを企画・運営しています。

　従来のレクチャー形式のセミナーではなく、ロータリーに関する様々なテーマ（会員基盤、リー

ダーシップ、戦略計画、クラブ活性化、奉仕プロジェクト、公共イメージ、ロータリー財団など）

ごとに少人数による18の討議セッションが用意されています。個々のセッションではディスカッ

ションリーダーと呼ばれるファシリテーター（進行役）が活発な討議を促進します。

　毎年９月から12月頃に３回に分けて開催され、クラブの会長エレクトや幹事予定者が年度前にそ

れぞれの役職に対する心構えをつくり準備を行うステップとして定着しています。RLI方式による

討議形式をクラブ内のロータリー研修やクラブのビジョン・戦略計画づくりに組み込み、効果を上

げているクラブも増えてきました。

　さて、中野年度は、11月27日（日）に３回目（パートⅢ）のRLIセミナーが終了しましたが、そ

のパートⅢのコースに「審議会」のセッションが設けられています。このセッションで今回取り上

げたのが、「人頭分担金の増額」についてでした。9月号の本レポートで紹介した情報をもとに、「人

頭分担金増額」の問題点・是非についてグループ討議しました。多くの参加者は、これまで「人頭

分担金」について意識したことも考えたこともなかったようでした。セッションの議論を通じて、

人頭分担金の増額が他人事ではなくクラブ（の財政）に及ぼす影響や、RI本部の運営方針や予算の

立て方の問題点を意識する機会となったようです。

　このように、毎回の規定審議会で様々な決定がなされ、組織規定が次々と改定されてゆくことに、

私たちはもう少し関心と注意を向けるべきではないでしょうか。

決議審議会（COR）について
　本連載は、2022年4月に開催された規定審議会にしぼって解説してきましたが、実は、ロータリー

の審議会という仕組みには２種類あります。これまでレポートしてきた「規定審議会」（Council on 

Legislation：COL）と「決議審議会」（Council on Resolutions：COR）です。

　WEBによる決議審議会は2017年より始まりました。各地区から提出された「決議案」を審議し

ます。決議案は、組織規定の改定を伴わない、RI理事会や財団管理委員会に対する意見表明や検討

要請を行う提案です。毎年10月から11月にかけて、WEB（オンライン）で地区代表議員が各地か

ら提出された決議案の採否を投票します。

連載  2022年規定審議会レポート５ 最終回
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　2022年決議審議会は、10月17日から11月1日までが投票期間でした。決議案総数はこれまでの

最少の16件。内採択件数は８件でした。今回日本からの提案は、最多の８件、採択も５件とこれも

最多でした。2840地区からは今回は決議案を提出しませんでした。

　決議審議会が始まった2017年には2840地区からは５件の決議案が上程され、内３件が採択され

ました。2018年には５件の決議案の内４件が採択、2019年には１件提出しましたが、「欠陥のある

決議案」として上程されませんでした。2020年には７件提出し、６件が「欠陥のある決議案」と

して陽の目を見ないまま葬り去られました。この「欠陥のある」とする認定が大いに問題なのです。

　規定審議会における制定案や決議審議会における決議案について、「欠陥のある」と認定するのは

RI本部の定款細則委員会です。10月号の本レポートの「定款細則委員会との闘い」の項で触れまし

たが、これまで定款細則委員会と当地区代表議員との間で交わされた議論は今後の審議会やRI本部

のあり方、そしてロータリーの未来を考える上で、貴重な示唆を含んでいると考えています。いつ

か別のレポートにまとめようと思います。

　「欠陥のある」認定もそうですが、決議案がたとえ採択されても、RI理事会に対する要請ですから、

理事会がその採択決議案の要請内容を認めなければそれでおしまいです。実際理事会が採択決議案

を却下することが多いのです。このままでは、決議審議会の意義は益々低下してゆくでしょう。決

議案の件数が毎年少なくなっているのも決議審議会の有効性に疑問を持つ地区が増えているからか

もしれません。RI理事会に対する請願書を提出することもできますが、請願書で取り上げる内容も

効果も限定的なものにとどまります。

あらためて規定審議会の意義を考える
　『ロータリーの友』2022年６月号の「規定審議会から見えてくるロータリーの方向性」という特

集は、規定審議会の意義、歴史、近年のRI本部の方針や方向性をわかりやすく学べるいい企画でした。

ぜひ皆様も、本連載レポートと共に友誌特集記事もあらためて通読し、規定審議会による組織規定

の改定が、決して私たちに関わりのない遠い世界の出来事ではなく、私たちのロータリーライフの

あり方を大きく左右する重要なロータリーの仕組みであることをご理解いただきたいと思います。

　2000年代に入って加速する会員身分や職業分類制度の緩和の流れ、2016年以降次々と決まって

ゆく会員身分・例会・出席に関する柔軟な運用の許容、2019年ローターアクトクラブのRI加盟決定、

繰り返される人頭分担金の大幅増額等々、RI理事会やRI本部の方針に呼応するように変遷してきた

規定審議会に、私たちはどう向き合ってゆけばよいのでしょうか。

　本レポートのまとめとしての以下の記述は、ほぼ本連載１回目の８月号で述べた規定審議会の意

義を繰り返すことになります。

　RI理事会は規定審議会で毎回たくさんの制定案を提出し、そのほとんどが採択されています。RI

理事会の方針は、次々と組織規定になって、私たちの活動もこれに従うことが求められます。

　近年RI本部は、中央集権的で画一的な運営の傾向を強めており、必ずしも多くのクラブが直面す

る課題やニーズに的確に対応しているとは言えない方針や施策も増えてきているように感じます。

RI本部やRI理事会のガバナンスを監視し評価しよう
　私は、「RI（国際ロータリー）」と「RI本部」という二つの用語は明確に使い分けるべきだと考えて

います。私たちがよく言う「RIの方針」とか「RIからの要請」とは、正確に言えば「RI理事会の方針」

や「RI理事会や本部からの要請」ということです。「国際ロータリー（RI）」という用語は、その定

義上「全世界のロータリークラブおよびローターアクトクラブの連合体」（RI定款 第２条）ですから、

私たちのクラブおよびそのクラブに所属する一人一人のロータリアンも含めたロータリーの組織全
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体を表しています。私たちが私たちの意思や声を伝えるべき相手は、RIではなく、RI本部やRI理事

会であることを忘れないでおきましょう。

　ロータリーという組織が全体として社会の中で存在価値を高めてゆくためには、クラブや地区は

組織としてどうあるべきか。ロータリーの理念や目的に照らしてRI全体の組織構造はどうあるべき

か。RI本部やRI理事会はどうあるべきか。問い続け、答えを探索してゆく必要があります。

　業務執行機関であるRI本部やRI理事会が健全なガバナンスを維持することを監視したり、方針や

方向性を評価・改善・修正したりするのが、ロータリーの唯一の立法機関である規定審議会の役割

であると考えます。ロータリーの民主主義を守るための最重要の仕組みなのです。

　ロータリーの未来をRI本部にすっかり委ねるのではなく、私たち一つ一つのクラブの主体的な意

思を、規定審議会を通じて反映させてゆくことが大切です。「ロータリーの未来は私たちが創る」と

いう意識と意志を強く持つべきではないでしょうか。

次回2025年規定審議会に向けて
　今年2023年の審議会に関する日程を確認しておきます。

　2023年決議審議会（10月～11月）に提案する決議案を6月末までにRI本部に提出します。１月

中にクラブに決議案提出依頼の案内を発信します。

　次回の規定審議会は2025年開催ですが、そのための制定案は2023年12月末までにRI本部に提

出する必要があります。７月新年度に入ったら各クラブに制定案提出依頼の案内を発信します。ク

ラブから提出された制定案は、地区審議会立法案検討委員会で審議し、保坂ガバナー年度の地区大

会（2023年10月22日）にて決議できるようにする計画です。

　一つでも多くのクラブが、決議案、制定案の提案に向けて検討を進めていただくことを期待して

います。

　皆様がロータリーの民主主義を守る仕組みである審議会（規定審議会・決議審議会）の仕組みに

関心を持ち、意思を表明する声を上げるきっかけに本連載レポートがなれば幸いです。

2022年規定審議会の最後に会場からオンライン（バー
チャル）参加の代表議員に拍手。

おまけ：休憩時間にジェニファー・ジョーンズ会長から
年次テーマのピンバッジをいただきました。
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RLIセミナー　PARTⅢ

日　時／2022年11月27日（日）　９：30～17：00
会　場／前橋商工会議所会館
出席者／中野正美G、本田博己PG、竹内正幸PG、田中久夫PG、宮内敦夫PG、森田高史PG
　　　　山田邦子PG、足立進直前G、保坂充勇GE、森末廣GN、栁田秀男代表地区幹事
　　　　ディスカッションリーダーの皆様、各クラブ会長エレクト、次年度幹事、未受講者
　　　　地区副幹事
報告者／地区副幹事　星野一俊（太田RC）

　2022-2023年中野正美ガバナー年度のRLIセミナーPARTⅢが終了いたしました。三密を避ける
ため、会議のセッティングを変更したり、除菌ティッシュを支給したりと、創意工夫のもと全てのパー
トを終了することができました。
　最後にPARTⅢ修了証授与式が行われ、森田高史パストガバナーの挨拶で閉会となりました。

【プログラム】
９：00～	 登録開始

司会：RLI推進委員会副委員長　　田島　正広
９：30～10：00	 開会式
	 挨拶	 ガバナー	 中野　正美
	 挨拶	 地区研修リーダー	 竹内　正幸
	 ガイダンス	 RLI推進委員会アドバイザー
		  RLI日本支部ファシリテーション委員会副委員長
		  RLI日本支部カリキュラム委員会副委員長

                 本田　博己
10：00～10：10	 各セッション会場へ移動
10：10～11：00	 １時限目
11：10～12：00	 ２時限目
12：10～13：00	 ３時限目
13：00～13：40	 昼　　食（全体会場にて）
13：40～14：30	 ４時限目
14：40～15：30	 ５時限目
15：40～16：30	 ６時限目
16：30～16：40	 閉会式会場へ移動
16：40～17：00	 閉会式：修了証・修了バッジ授与、アンケート記入
	 　　　　参加評価書式提出
	 閉会挨拶	 パストガバナー	 森田　高史
17：00	 終了

※修了証授与は代表で                            富岡かぶらRC     伊藤　修一様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板山　　忍様
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【各セッションテーマ】
セッション１会場	 「ロータリーの機会」
　　　　　２会場	 「効果的なリーダーシップ戦略」
　　　　　３会場	 「ロータリー財団Ⅲ　国際奉仕」
　　　　　４会場	 「公共イメージと広報」
　　　　　５会場	 「私たちがロータリーを変える　規定審議会・決議審議会」
　　　　　６会場	 「変化をもたらす」
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日　時／2022年11月29日（火）　15:00～16：30
会　場／ガバナー事務所
出席者／�中野正美ガバナー、足立進直前ガバナー（アドバイザー）
　　　　松島光雄委員長（伊勢崎RC）、前田修委員（前橋RC）、関井宏一（館林RC）
　　　　中嶋創史委員（伊勢崎中央RC）、天田朝憲（高崎RC）、安田浩士（前橋西RC）
報告者／ICT推進委員　安田浩士（前橋西RC）

　11月29日（火）ガバナー事務所にて「第2回ICT推進委員会」が開催されました。

「第1回ICT推進委員会」では活発な意見交換が行われ、「第2回ICT推進委員会」においても前回同様、

活発な意見交換が交わされました。

司会：ICT推進委員会　松島光雄　委員長

【次　第】

１．挨拶　足立進直前G・アドバイザー

２．議題

　　①マイロータリーの推進状況と対策

　　②地区ホームページについて

　　③各クラブのホームページの実態について

　　④各クラブのSNS発信について（会員増強、奉仕活動、地域活動周知、世代ターゲット）

　　⑤地区出欠システムの状況と改修提案

　　⑥委員会の活動予定ほか

［アドバイザー挨拶］　足立進　直前ガバナー

　「第1回ICT推進委員会」ではみなさんから活発な意見がでまして非常に有意義な会となりました。

引き続きマイロータリー登録率向上とSNS発信の取組みも視野に入れ、前回同様に活発な意見交換

が行われることを期待しております。

［委員長趣旨説明］　松島光雄委員長

　前回の第1回ICT推進委員会でマイロータリー登録率向上（中野ガバナー目標75％）について、

地区ホームページのログイン方法、SSLの対応についてご意見を頂きましたが、その件も踏まえて

本日の議事に沿って会を執り行いたいと思います。

［議　事］

１．マイロータリーの推進状況と対策

　マイロータリー登録率目標75％に対し、10/20現在で54.22%です。100%達成クラブが３ク

ラブあり、伊勢崎RC、館林ミレニアムRC、渋川みどりRCが達成しております。この目標をクリ

アするために（１）公式訪問時にマイロータリー登録を発信する。（２）新会員登録時にマイロータ

第2回ICT推進委員会
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リーも登録するよう委員会から各クラブへメールで発信します。

　マイロータリー登録推進での問題点で誰が登録していて誰が登録していないかわからない。との

ご指摘がありましたが、これはマイロータリーで各クラブ会長・幹事IDでログインすればマイロー

タリー登録者名簿が確認できます。各クラブ会長・幹事にお願いしてリストを入手してください。

２．地区ホームページについて

　現在SSL非対応の件ですが現在業者にSSLに対応するよう依頼しております。

　また、なりすましメール対策としてリキャプチャを対応していきます。

　　地区のホームページは誰が見ているのか？

　　会員の皆様への情報提供の場として存在していいものなのか？

　　公共イメージもアナログ的な広報宣伝をしてもいいのでは？

　　各クラブの活動報告を動画でアップしてもいいのでは？

　　ホープページは「重い。受けの媒体。」という印象が強い。

　　Facebookでの発信媒体も検討してよいのでは？

　　�Facebookを地区でも作ってミニアクセスできる媒体を構築することでスマホからでも見られ

るようにします。

　　各会合での様子を撮影し、書面とともに写真もアップしていきましょう。

足立アドバイザー：地区補助金が欲しい人はぜひホームページを見て欲しいです。

３．各クラブのホームページの実態について

　ホームページが更新されていないクラブがあります。ホームページを持っていないクラブもあり

ます。そこで、ホームページを作成するテンプレートを用意しました。

　ロータリークラブのホームページ構成は多くの部分で同一内容となります。

　ワードプレスの統一テンプレートで作成することでＰＣサイト及びスマホサイトにおいても見や

すい表示と充実した内容が格安で作成及び更新することが可能です。

　また、地区ドメインを利用することで各クラブのサーバー・ドメイン費用が軽減できます。

　独自ドメインで運営していないクラブはぜひ活用してもらいたいです。

中野ガバナー：ガバナー公式訪問でホームページの話題に触れますがご年配の方々はピンと来てい

ません。ぜひ、若い方や委員の方々から手ほどきしてください。

4．各クラブのSNS発信について（会員増強、奉仕活動、地域活動周知、世代ターゲット）

　中野ガバナーの方針にもありますようにどんどんSNSを発信していきたいです。

　個人名が記載されることで情報が流出されてしまう危険性がある。個人名がキーワードとなり、

どこで何をしていたのかが公になってしまう危険性がある。

足立アドバイザー：個人情報保護法とは個人情報の適切な利活用を目的としたものです。

個人情報の取扱いには十分留意しながらSNSを活用してもらいたい。

　SNS発信において各クラブに管理者がいるのか？更新作業はどうするのか？誰がしているのか？

更新のルールは？SNSを活用していないクラブは計画があるのか？と、まだまだ解決する余地が残

されています。
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５．地区出欠システムの状況と改修提案

　この出欠システムについて現在ガバナー事務局に多大な労力がかかっており、早急に改善する必

要があります。出欠システムについて予算計上していきます。

６．委員会の活動予定

　今後の委員会ですが来年３月に３回目を実施。５月中旬に４回目を実施する予定です。

７．最後に

［ガバナーご挨拶］中野正美　ガバナー

　小さい動きでもそれが広がれば大きな動きとなります。現在医療業界でもマイナンバーによる保

険証について各医院に顔認証機器を導入しなければいけません。高齢の先生方ではわからない点も

多いですが、これをわかる先生方が率先して教えて回っています。

　汗かいてお願いします。

以上
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日　時／2022年1２月3日（土）　16：00～17：00
場　所／ホテルメトロポリタン高崎　やまどり
参加者／米山記念奨学生選考会面接官、米山記念奨学委員、地区副幹事
報告者／米山記念奨学委員　古池好幸（沼田中央ＲＣ）

　面接官オリエンテーションでは、今回初めて面接官になられる方も多くいた為、高沢委員長より
丁寧な説明を受けました。また後半では、面接時のグループに分かれ、審査基準や質問について、
打ち合わせをしました。

日　時／2022年1２月3日（土）　17：00～19：30
場　所／ホテルメトロポリタン高崎　丹頂Ⅰ
参加者／中野正美ガバナー、竹内正幸パストガバナー、田中久夫パストガバナー、
　　　　森田高史パストガバナー、森末廣ガバナーノミニー、栁田秀男代表地区幹事、
　　　　関真一地区幹事、高沢克治米山記念奨学委員会委員長ほか副委員長・委員、
　　　　米山記念奨学生カウンセラー、米山記念奨学生、学友会員、地区副幹事、
　　　　次年度地区副幹事
報告者／米山記念奨学委員　古池好幸（沼田中央ＲＣ）

　毎年恒例の米山学友会忘年会が開催され、奨学生、学友会、カウンセラー、地区委員等、コロナ
禍にもかかわらず、沢山の方の出席を頂きました。
　予定外の高沢委員長の挨拶で始まり奨学生や学友会の一人一人の近況報告や、ビンゴゲームも行
われ、大いに盛り上がり親睦を深め、大変楽しい時間を過ごしました。

米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション

米山学友会忘年会



12

職業奉仕・国際奉仕・地域社会奉仕委員会
委員長　石渡　啓介

　10月22日の地区リーダーシップセミナー及び同月23日の地区大会において、ウクライナ支援募
金を行い、多数のロータリアンからご寄付をいただきました。ありがとうございました。
　当日集まった寄付金は、日本国内に避難されているウクライナの方に役立てていただくという中
野ガバナーの方針から、群馬大学によるウクライナ学生・研究者の受入支援事業に対して寄付を行
うこととなりました。
　12月12日、群馬大学荒牧キャンパスにおいて贈呈式が行われました。贈呈式には、現在群馬大
学で学んでいるウクライナ研究者１名、学生４名も出席しており、中野ガバナーから、群馬大学で
学ぶことでウクライナ復興の力になって欲しいとの願いを込めたメッセージとともに、寄付金20万
円を贈呈いたしました。
　群馬大学の石川学長、ウクライナ学生の１人から感謝の言葉をいただきました。
　当地区ではウクライナ支援の活動を継続していく考えですので、今後もご協力をお願いいたしま
す。

ウクライナ支援募金贈呈式のご報告
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群馬テレビより
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保坂年度
第２回ガバナー補佐会議

日　時／2022年11月15日（火）　19：00～
場　所／オンライン開催
出席者／本田博己地区研修リーダー、保坂充勇ガバナーエレクト、須永博之ガバナー補佐、
　　　　清水英也ガバナー補佐、金谷光明ガバナー補佐、島正一ガバナー補佐
　　　　関真一地区幹事、地区副幹事
報告者／地区副幹事　田辺祐己（沼田RC）

　11月15日（火）オンライン形式にて「第２回　ガバナー補佐会議」が開催されました。

会議次第
司会：地区副幹事　戸部聖之（沼田RC）

　本田博己地区研修リーダーを講師にお招きし、ガバナー補佐会議をZoomにて実施しました。前
回の研修では2840地区の地区リーダーシップ・プラン（DLP）および クラブ・リーダーシップ・
プラン（CLP）の推進状況を理解する。ガバナー補佐 Assistant Governor の責務と役割を理解する
ことを目標にし、今回はロータリーの新しい潮流を理解することを目的に実施されました。研修を
通し、理解を深め、着実に準備を進めていきたいと考えます。

その他
　次回、第３回ガバナー補佐会議は12月８日（木）19：00～オンラインにて開催予定となります。
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保坂年度
第３回ガバナー補佐会議

日　時／2022年12月８日（木）19：00～
場　所／会場参加とオンラインのハイブリッド開催
出席者／本田博己地区研修リーダー、保坂充勇ガバナーエレクト、須永博之ガバナー補佐、
　　　　田島正広ガバナー補佐、清水英也ガバナー補佐、金谷光明ガバナー補佐、
　　　　飯田知義ガバナー補佐、島正一ガバナー補佐、三好健正ガバナー補佐
　　　　関真一地区幹事、地区副幹事
報告者／地区副幹事　田辺祐己（沼田RC）

　12月８日（木）現地出席とオンラインでのハイブリッド形式にて「第３回　ガバナー補佐会議」
が開催されました。

議事録
司会：地区副幹事　戸部聖之（沼田RC）

　本田博己地区研修リーダーを講師にお招きし、ガバナー補佐会議を実施しました。まず初めに保
坂ガバナーエレクトより地区運営方針案の説明を行いました。前回の研修ではロータリーの新しい
潮流を理解することを目的に実施されました。研修を通し、理解を深め、着実に準備を進めて来ました。
今回は積極的な意見交換にて疑問に思っていること、課題について共有することで、全体で解決策
の検討も出来ました。特にICT推進の難しさがありクラブ内で得意な会員にサポート頂くこと、ICT
化など進んでいるクラブの良い取り組みなどを共有することも必要との意見もありました。
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保坂年度
第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議

日　時／2022年12月11日（日）　13：00～15：00
会　場／前橋商工会議所会館　２F　ローズ
出席者／�中野正美ガバナー、保坂充勇ガバナーエレクト、本田博己次年度地区研修リーダー
　　　　森田高史パストガバナー、足立進直前ガバナー、森末廣ガバナーノミニー
　　　　各ガバナー補佐、栁田秀男地区幹事、関真一地区幹事、地区役員
　　　　各地区委員会委員長、地区副幹事
報告者／地区副幹事　津久井功（沼田RC）

　12月11日（日）、前橋商工会議所会館におきまして、下記次第に則り「第１回　ガバナー補佐・
委員長予定者合同会議」が開催されました。

【次　第】司会／地区副幹事　武田寛
12：30～13：00	 登録受付
13：00～13：10	 挨拶	 ガバナーエレクト	 保坂　充勇
		  地区研修リーダー	 本田　博己
13：10～13：25	 出席者自己紹介
13：25～13：35	 地区目標、運営方針、地区セミナー、IM等についての方針
		  ガバナーエレクト	 保坂　充勇
13：35～13：45	 組織体制、行事予定、地区副幹事の分担等の説明
		  地区幹事	 関　　真一
13：45～13：50	 予算案等	 地区会計長	 小暮　正人
13：50～13：55	 出欠システムの説明	 地区副幹事	 津久井　功
13：55～14：05	 休憩
14：05～15：05	 ガバナー補佐・委員長の役割について	 地区研修リーダー	 本田　博己
15：05～15：25	 質疑応答
15：25～15：35	 講評	 ガバナー	 中野　正美
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　ガバナー月信12月号にて、「青森（2830地区）大雨災害支援金」について送金のご報告をさせて
頂きましたが、先日第2830地区田中常浩ガバナーよりお礼とご報告が届きましたのでお知らせし
ます。

青森県津軽地方豪雨災害支援金への
お礼と報告
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ウクライナ避難民支援
チャリティー講演会のご案内

国際ロータリー第2840地区ローターアクト
代表 片桐 正人

奉仕委員長 横山 広樹
（地区印省略）

「ウクライナ避難民支援チャリティー講演会のご案内」

　拝啓 師走の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は第2840地区ローターアク
トの運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、この度第2840地区ローターアクトは、下記の通りウクライナ避難民支援のための寄付を
募る講演会を開催いたします。ウクライナ情勢に詳しい専門家の方にお話を伺うことで、ウクライ
ナ及び避難民への理解を深めるとともに、登録料全額を避難民支援のために群馬県及び県内の自治
体に寄付いたします。
　本講演会の趣旨については中野正美ガバナーにご理解頂き、力強い後押しの言葉を賜りましたので、
第2840地区各ロータリークラブの皆様におかれましても、ご理解とご協力を頂ければ幸いです。
　つきましては、第2840地区ロータリークラブの皆様に、ご登録をお願いしたく存じます。講演
会に対面でご参加いただくだけでなく、オンライン同時視聴も可能な他、対面とオンラインいずれ
でご登録いただいた場合でも後日アーカイブをご視聴いただくことが可能ですので、多くの方のご
登録をお待ちしております。
　年末年始の折ご多忙とは存じますが、多くの方のご登録をお待ちしております。

敬具　

記

■開催日時
　令和５年１月28日（土）午後１時30分 開演
　�講演時間は60分程度を想定しており、その後に20～30分程度の質疑応答の時間を設け、全体で

90～120分となる予定です。

■会場
　群馬会館 ホール（座席数410）
　前橋市大手町二丁目１番１号
　※駐車場は、県庁構内県民駐車場をご利用願います。（2時間無料。30分を超す毎に100円有料）

■オンライン
　Zoomウェビナー
　�ご登録いただいたメールアドレスに視聴リンクをお送りいたします。単一のメールアドレスで複

数の端末で同時視聴はできませんのでご注意ください。

■アーカイブ配信
　対面・オンラインいずれのご登録いただいた場合でも、後日アーカイブをご視聴いただけます。
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■講演者
　中村 逸郎 氏 筑波学院大学教授、筑波大学名誉教授
　岩田 公雄 氏 学習院シニアフェロー、元読売テレビ解説委員長
　お二方による対談形式を予定しております。

■登録料
　2,000円
　登録料全額寄付の趣旨を踏まえ、対面・オンライン同額とさせていただきます。

■ご登録方法
　ロータリー事務局を通してのご登録をお願い申し上げます。
　�対面チケットは各クラブ事務局へ郵送、オンライン視聴登録の場合はご登録いただいたメールア
ドレスに視聴リンクをお送りいたします。

■対面チケット登録締切
　１月16日（月）
※会場の席数に限りがございますので、多数のご登録を頂いた場合は恐れ入りますが先着順とさせ
ていただきます。

■オンライン視聴登録締切
　１月16日（月）

■講演者の方への質問事項募集
　講演会当日、講演者への方へ質疑応答の時間を設けますので、質問事項を募集いたします。
　締切は１月16日（月）となります。

以上

お問い合わせ先

国際ロータリー第2840地区ローターアクト 奉仕委員会

委員長 横山 広樹

Mail: rid2840ra.charity@gmail.com
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× 

国際ロータリー第2840地区 ローターアクト  地域社会・国際奉仕事業 

筑波大学名誉教授 

中村逸郎 氏 

ジャーナリスト  
学習院シニアフェロー 

岩田公雄 氏 

参加登録料     

 2,000円 

ローターアクトとは 
世界に46000以上のクラブと140万人の会員を持ち、様々な奉仕活動
を展開するロータリー。その中で18歳以上の青年がリーダーシップと
専門的なスキルを育みながら楽しく奉仕活動を行う団体、いわば
「ロローータタリリーーのの青青年年部部」」がローターアクトクラブです。 
私たち第2840地区ローターアクトは群馬県内に8クラブ合計60余名を
擁しロータリアンの皆様と共に様々な奉仕活動に取り組んでいます。 

                   第23代  
                              地区代表 片桐 正人 
                                                                         (前橋RAC) 

ロシアによるウクライナ軍事侵攻により、日本にも多くの方が

ウクライナから避難してきており、当地区(群馬県)内にも56名

(令和4年11月末現在)の避難民が暮らしています。本講演会

はこうした県内の避難民の方々への支援と理解を深めること

を目的とし、頂頂いいたた登登録録料料全全額額ををウウククラライイナナ避避難難民民支支援援

にに充充ててささせせてて頂頂ききまますす。。  

 令和5年1月28日(土)  対面会場：群馬会館 ホール     

    13:30～2時間程度 (開場13:00)       

主主催催

オンライン：Zoomウェビナー使用予定 

※対面、オンライン同額 

 登録・お問合せ 

  対面、オンライン共に参加ご登録はQRコードから 
   お申し込みください。締締めめ切切りり：：令令和和55年年11月月1166日日（（対対面面はは先先着着順順））  

      ※※22884400地地区区ロローータタリリアアンンのの皆皆様様はは所所属属ククララブブ事事務務局局経経由由ででのの  
            ごご登登録録ととななりりまますす。。  
  
    おお問問合合せせ：：国国際際ロローータタリリーー第第22884400地地区区ロローータターーアアククトト  奉奉仕仕委委員員会会  
                                委委員員長長  横横山山広広樹樹    rriidd22884400rraa..cchhaarriittyy@@ggmmaaiill..ccoomm    
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国際ロータリー第2840地区 ローターアクト  地域社会・国際奉仕事業 

筑波大学名誉教授 

中村逸郎 氏 

ジャーナリスト  
学習院シニアフェロー 

岩田公雄 氏 
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 令和5年1月28日(土)  対面会場：群馬会館 ホール     

    13:30～2時間程度 (開場13:00)       
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オンライン：Zoomウェビナー使用予定 
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 登録・お問合せ 

  対面、オンライン共に参加ご登録はQRコードから 
   お申し込みください。締締めめ切切りり：：令令和和55年年11月月1166日日（（対対面面はは先先着着順順））  

      ※※22884400地地区区ロローータタリリアアンンのの皆皆様様はは所所属属ククララブブ事事務務局局経経由由ででのの  
            ごご登登録録ととななりりまますす。。  
  
    おお問問合合せせ：：国国際際ロローータタリリーー第第22884400地地区区ロローータターーアアククトト  奉奉仕仕委委員員会会  
                                委委員員長長  横横山山広広樹樹    rriidd22884400rraa..cchhaarriittyy@@ggmmaaiill..ccoomm    

  

報告者／高崎北ロータリークラブ　会長　堤　謙治

　高崎北ロータリークラブは今年度創立55周年を迎えます。1968年に高崎市で問屋町卸商業団地
の誕生により、また大八木工業団地の発展に伴いスポンサークラブを高崎ロータリークラブとして
産声をあげました。横山祐次会員は1974年に高崎北ロータリークラブに入会されました。事業は
その卸商業団地内で呉服関係をそして近年は不動産賃貸事業を営んでおります。そして当クラブの
第31代会長をなされました。最近は例会への足は遠のきつつありましたが、当クラブの同好会の英
会話クラブには80歳をこえられてからも辞書を持参し積極的に参加され、また能楽師が当クラブの
会員となったことから夜間に能の謡いの稽古にも参加されて、その成果は私たち後輩と共に銀座シッ
クスの能楽堂で披露されました。
　このように横山君は常に行動が若々しく我々後輩の模範となっております。その横山君が卒寿を
迎えられるということで11月９日の例会で奥様とお孫さん、姪にあたられる高崎南ロータリークラ
ブの工藤恵君、そして高崎北ローターアクト３名の参加を交えて卒寿のお祝いを挙行しました。例
会では横山君の入会当時からの写真、また娘さんがカナダへ派遣留学生となった時の写真をDVDに
まとめ、それを披露させていただきました。クラブからはお祝いの品としてネクタイと卒寿のちゃ
んちゃんこを贈らせていただきました。また姪の工藤君はお花屋さんをしておられるので花束贈呈
は工藤君にしていただきました。
　これからは我々の目標としていつまでもお元気に過ごしていただけることを願ってやみません。
　写真は能楽堂での謡いとちゃんちゃんこを着ていただいて会員と撮ったものです。

クラブ寄稿
第31代会長横山祐次会員、卒寿のお祝いをしました
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2022-2023年度　地区主要行事予定表

日　　付 項　　　　　　　目 場　　　所

2022年７月 17日（日） 第１回ガバナー諮問委員会 音羽倶楽部

23日（土） インターアクト年次大会 館林文化会館カルピスホール

８月 ７日（日） RLIディスカッションリーダー研修会 前橋問屋センター会館

20日（土） ロータリー財団セミナー 前橋商工会議所会館

25日（木） 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館

27日（土） ロータリー野球大会　開会式

28日（日） クラブ活性化ワークショップ 前橋商工会議所会館

９月 11日（日） 第２回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館

11日（日） 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋商工会議所会館

18日（日） 地区大会記念ゴルフ大会 太田市　太田双葉CC

25日（日） RLIセミナー　PartⅠ 前橋商工会議所会館

10月 １日（土） ロータリー野球大会

２日（日） 米山記念奨学生カウンセラー研修会 前橋問屋センター会館

２日（日） 地区米山研修セミナー 前橋問屋センター会館

16日（日） RLIセミナー　PartⅡ 前橋商工会議所会館

22日（土） 地区リーダーシップセミナー ティアラグリーンパレス

22日（土） RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 ティアラグリーンパレス

23日（日） 地区大会 太田市民会館

11月 ５日（土） 野球大会（決勝）

６日（日） Ｒ財団補助金管理セミナー 前橋問屋センター会館

27日（日） RLIセミナー　PartⅢ 前橋商工会議所会館

12月 ３日（土） 女性フォーラム ホテルメトロポリタン高崎

３日（土） 米山忘年会 ホテルメトロポリタン高崎

17日（土） 保坂充勇ガバナーエレクト激励会 ロイヤルチェスター前橋

2023年１月 ８日（日）〜12日（木） 国際協議会（保坂GE参加） オーランド（フロリダ州）

15日（日） 米山記念奨学生選考会 前橋問屋センター会館

２月 18日（土） 第３回ガバナー諮問委員会（保坂GE国際協議会報告） 前橋商工会議所会館

18日（土） 地区チーム研修セミナー（保坂年度） 前橋商工会議所会館

23日（木・祝） ロータリーデー（環境保全実践活動）

３月 ４日（土） 米山記念奨学生修了式・奨学生歓送会 ホテルメトロポリタン高崎

11日（土） 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（保坂年度） 前橋商工会議所会館

18日（土） 新会員セミナー 前橋問屋センター会館

４月 ８日（土） RA年次大会 臨江閣

９日（日） 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議（保坂年度） 前橋問屋センター会館

16日（日） 新規米山奨学生カウンセラーオリエンテーション 前橋問屋センター会館

16日（日） 新規米山奨学生オリエンテーション 前橋問屋センター会館

５月 13日（土） RYLA研修セミナー 高崎市総合福祉センター

21日（日） 地区研修・協議会（保坂年度） 利根沼田文化会館

27日（土）～31日（水） 国際大会 メルボルン（オーストラリア）

６月 10日（土） 米山学友会総会 ホテルメトロポリタン高崎

17日（土） 第４回ガバナー諮問委員会

17日（土） 現新地区役員合同連絡会議
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日　　付 時間帯 項　　　　　　　目 場　　　所

2022年9月   1（木） 保坂ガバナーエレクト事務所開設 　

 10月 17（月） 17～ 第１回ガバナー補佐会議 田園プラザホテル

11月 15（火） 19～ 第２回ガバナー補佐会議 Zoom

30（水） 19～ 第３回ガバナー補佐会議 Zoom

12月 11（日） 13～ 第１回ガバナー補佐・委員長予定者合同会議 前橋商工会議所会館

17（土） 17～ 保坂ガバナーエレクト激励会（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

2023年1月 8（日）〜12（木） 国際協議会（保坂ガバナーエレクト出席） オーランド（フロリダ州）

2月   8（水） 15～ 第１回地区研修委員会 前橋問屋センター会館

18（土） 第３回ガバナー諮問委員会・GE報告（中野年度主催） 前橋商工会議所会館

18（土） 13～ 地区チーム研修セミナー 前橋商工会議所会館

3月 11（土） 10～ 会長エレクト・次年度幹事研修セミナー（PETS・SETS） 前橋商工会議所会館

4月   9（日） 13～ 第２回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋問屋センター会館

5月 21（日） 終日 地区研修・協議会　式典 利根沼田文化会館

27（土）〜31（水） 国際大会　 メルボルン

6月 17（土） 午後 第４回ガバナー諮問委員会（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

17（土） 午後 現新地区役員合同連絡会議（中野年度主催） ロイヤルチェスター前橋

7月   1（土） 保坂ガバナー事務所開設

16（日） 10:30～ 第１回ガバナー諮問委員会 音羽倶楽部

23（日） インターアクト年次大会 ながめ余興場

8月   6（日） 13～ ＲＬＩディスカッションリーダー研修会 前橋問屋センター会館

19（土） 午後 ＤＥＩ推進フォーラム 前橋商工会議所会館

24（木） 13～ 米山指定校説明会 前橋問屋センター会館

26（土） ロータリー野球大会　開会式　 前橋桃ノ木川グランド

27（日） 13:30～ クラブ活性化ワークショップ 前橋商工会議所会館

9月   3（日） 地区大会記念ゴルフ大会 伊香保国際カンツリークラブ

10（日） 午前 第２回ガバナー諮問委員会 前橋商工会議所会館

10（日） 午後 第３回ガバナー補佐・委員長合同会議 前橋商工会議所会館

2023-2024年度　上期主要行事予定表（案）
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日　　付 時間帯 項　　　　　　　目 場　　　所

17（日） 午前 ロータリー財団補助金管理セミナー 前橋商工会議所会館

23（土） ロータリー野球大会　第２日目　 前橋桃ノ木川グランド

24（日） 終日 RLIセミナー　PartⅠ 前橋問屋センター会館

30（土） ロータリー野球大会　予備日　 前橋桃ノ木川グランド

10月   1（日） 午前 米山記念奨学生カウンセラー研修会 前橋問屋センター会館

  1（日） 午後 地区米山研修セミナー 前橋問屋センター会館

15（日） 終日 RLIセミナー　PartⅡ 前橋問屋センター会館

21（土） 午後 地区リーダーシップセミナー ホテルベラヴィータ

21（土） 夜 RI会長代理歓迎晩餐会 ホテルベラヴィータ

22（日） 終日 地区大会　式典 利根沼田文化会館

22（日） 夜 地区大会　懇親会 ホテルベラヴィータ

28（土） RYLA研修セミナー

29（日） RYLA研修セミナー

11月   4（土） ロータリー野球大会　閉会式　 前橋桃ノ木川グランド

26（日） 終日 RLIセミナー　PartⅢ 前橋問屋センター会館

12月   2（土） 午後 米山記念奨学生選考会面接官オリエンテーション ホテルメトロポリタン高崎

夕方 米山学友会忘年会 ホテルメトロポリタン高崎

  9（土） 森ガバナーエレクト壮行会 ロイヤルチェスター前橋
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2022-2023年度　周年行事予定クラブ

年 月 日 曜日 周年 クラブ名 場　　　　所

2023 3 ５ 日 70 桐生ＲＣ 美喜仁桐生文化会館

2023 4 1 土 60 富岡RC ホテルアミューズ富岡

2023 4 15 土 55 高崎北RC ホテルグランビュー高崎

2023 4 22 土 65 館林RC ニューミヤコホテル館林

2023 5 13 土 20 富岡かぶらRC ホテルアミューズ富岡

2023 5 13 土 40 新田RC ティアラグリーンパレス

2023 5 27 土 45 太田南RC 太田グランドホテル

2023 6 11 日 25 碓氷安中RC 並木苑

※桐生RCの周年行事開催日が上記へ変更となりました。

※碓氷安中RCの周年行事開催日が上記へ変更となりました。

※富岡かぶらRCの周年行事開催日が上記の通り決定しました。

※太田南RCの周年行事開催日が上記の通り決定しました。（併せて周年数が訂正となりました）

※高崎北RCの周年行事開催日が上記の通り決定しました。

※新田RCの周年行事開催日が上記の通り決定しました。

2022-2023年度　ＩＭ開催予定表

年 月 日 曜日 分　　　区 場　　所

2023 4 23 日（午後） 第１分区 ロイヤルチェスター前橋

2023 2 19 日（午前） 第２分区Ａ 桐生地域地場産業振興センター

2023 ３ 24 金（午後） 第２分区Ｂ 伊勢崎プリオパレス

2023 ３ 12 日（午後） 第３分区 ホテルグランビュー高崎

2023 ３ ３ 金 第４分区Ａ・B合同 ロイヤルチェスター太田（予定）

2023 ２ 26 日 第５分区 プレヴェール渋川

2023 ３ 12 日（午前） 第６分区 みかぼみらい館

※第３分区のIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第４分区のIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第６分区のIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第２分区BのIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第５分区のIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第２分区AのIM開催日・会場が上記の通り決定しました。

※第１分区のIM会場が上記の通り決定しました。

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

※
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2022年11月各クラブ理事会・例会開催状況

クラブ 開催数 開　催　内　容 備　　　　考

前橋 5 11/1･8･15･20･29　例会、　11/1　定例理事会 11/20まえばし学校ﾌｪｽﾀ、11/1･8･15･29(集会＆Zoom)

前橋西 4 11/4･11･18･25　例会、　11/4　定例理事会 11/4･18･25(集会＆Zoom)

前橋東 2 11/10･17　例会、　11/17　定例理事会

前橋北 4 11/7･14･21･28　例会、　11/7　理事会 11/28夜間例会

前橋南 3 11/2･19･16　例会、　11/2　理事会 11/16夜間例会

前橋中央 3 11/2･16･30　例会、　11/16　理事会 11/2ガバナー公式訪問

桐生 3 11/7･14･28　例会、　11/7　定例理事会

桐生南 3 11/2･16･30　例会、　11/2　理事会

桐生西 3 11/4･18･25　例会、　11/4　定例理事会

桐生赤城 5 11/1･11･15･22･29　例会、　11/1･14　理事会 11/1定例、11/14臨時(書面）

伊勢崎 4 11/2･9･16･30　例会（集会＆Zoom）、　11/2　定例理事会

群馬境 3 11/10･17･24　例会、　11/24　定例理事会

伊勢崎中央 3 11/10･17･24　例会（集会＆Zoom）、　11/10　定例理事会

伊勢崎南 4 11/1･8･15･28　例会、　11/1　理事会 11/28伊勢崎東RCと合同夜間例会（11/22振替）

伊勢崎東 3 11/7･14･28　例会、　11/7　理事会 11/28伊勢崎南RCと合同夜間例会

高崎 3 11/7･14･29　例会、　11/7　定例理事会 11/29 高崎3RC合同親睦例会

高崎南 2 11/1･22　例会、　11/1　理事会　　 11/12～13家族親睦旅行（11/15振替）

高崎北 3 11/9･16･30　例会、　11/9　定例理事会　　 11/9･16（集会案＆Zoom）、11/29高崎3RC合同親睦例会（11/30振替）

高崎東 3 11/10･17･24　例会、　11/3　定例理事会 11/17 シネマ鑑賞例会、11/24月見例会

高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ 4 11/4･11･18･25　例会、　11/4　定例理事会 11/11職場訪問(持ち帰り弁当）、11/25親睦夜間例会

高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 4 11/1･8･15･29　例会、　11/1　定例理事会 11/19家族親睦旅行（11/15振替）、11/29 高崎3RC合同親睦例会

太田 3 11/10･17･24　例会、　11/17　定例理事会 11/24地区補助金事業「児童への読み聞かせ例会」

太田西 3 11/5･19　例会、　11/5　理事会

太田南 3 11/2･16･30　例会、　11/2　理事会 11/22事前クラブ協議会

新田 3 11/2･16･30　例会、　11/2　定例理事会 11/30夜間例会

太田中央 3 11/4･11･18　例会、　11/11　定例理事会（集会＆Zoom） 11/4･11（集会＆Zoom）、11/18夜間例会

館林 4 11/4･11･18･25　例会、　11/4　定例理事会 例会動画をHPにアップ

大泉 3 11/2･9･16　例会、　11/2　理事会 11/16夜間例会

館林西 3 11/1･8･22　例会、　11/1　定例理事会 11/8例会後地区補助金事業実施

館林東 2 11/2･30　例会、　11/2　定例理事会　 11/30青木幸雄会員叙勲祝賀例会

館林ﾐﾚﾆｱﾑ 3 11/10･17･24　例会、　11/10　定例理事会

渋川 3 11/10･17･24　例会、　11/10　理事会 11/17ガバナー公式訪問

沼田 5 11/1･8･15･22･29　例会、　11/1　理事会

草津温泉 2 11/9･24　例会

中之条 4 11/1･6･15･22　例会、　11/1　定例理事会 11/1ガバナー公式訪問、11/22夜間例会

沼田中央 2 11/17･24　例会

渋川みどり 4 11/1･8･15･19　例会、　11/8　定例理事会 11/19サッカー大会（例会変更）

富岡 4 11/8･9･16･30　例会、　11/16　定例理事会 11/8深谷RCとの合同移動例会、11/9ガバナー公式訪問

藤岡 2 11/10･17　例会（集会＆Zoom）、　11/10　定例理事会

安中 3 11/1･22･29　例会（集会＆Zoom）、　11/1･29　理事会 11/1定例、11/29臨時（12月定例分）

藤岡北 1 11/19　例会、　11/8　理事会 11/19地区補助金事業セミナー（環境問題）に例会変更

富岡中央 3 11/10･17･24　例会、　11/17　定例理事会

碓氷安中 2 11/10･24　例会 11/10地区補助金事業贈呈式

藤岡南 2 11/11･25　例会（集会＆Zoom）、　11/11　定例理事会（集会＆Zoom）

富岡かぶら 3 11/1･8･22　例会、　11/1　理事会 11/8ガバナー公式訪問

第2840地区　各クラブ　2022年11月理事会・例会開催状況



272022-2023  Vol.7

ロータリーコーディネーターニュース

 
  

第第 22 地地域域  ロローータタリリーーココーーデディィネネーータターー補補佐佐  辻󠄀󠄀辻󠄀󠄀  正正敏敏（（津津）） 
 
あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。唐突ですが、ステー

タスという言葉があります。日本語では「社会的な基準であり地位の高さ」という意味を持ち
ます。英語では、ただ「地位」です。以前ロータリーに入るとステータスが上がると言いまし
た。今も言うのかも知れません。逆に言うと、ロータリーに入っている人は、入っていない人
より地位として高くなると言えます。理屈を捏ねるつもりはありません。「あなたはロータリー

という理念や思想にふさわしい人ですかと日々自問自答していますか」と聞かれたらどう答えますか。 
11 月のロータリー研究会で国際ロータリー会長のジェニファー・ジョーンズさんが基調講演（同時通訳）の中で、
ご自身の弟が言った言葉として、「市民生活、自分自身の生活そのものがロータリー」を紹介され、続けて「周りで起
きる様々な事件は対処対応の機会を与えてくれている」のだと語られました。そのような考え方ができる人、または
そのように考えられる人になろうとすることがロータリアンだと私には聞こえました。そこで改めてロータリアンの
ステータスについて考えてみることにします。私が思い出した言葉は「ノブレス・オブリージュ」です。欧米で定着し
た道徳観です。「貴族や上流階級などの財産、権力、地位を持つ者は、それ相応の社会的責任や義務を負う」というも
のです。日本では「分相応」という言葉がありますが、それよりは明確な意味のように聞こえます。また「ノブレス・
オブリージュ」は「騎士道」と繋がる言葉とありました。騎士道は、忠誠と勇気に加え、敬神・礼節・名誉・寛容、ま
た女性への奉仕などの徳を理想としました。 
 日本には「武士道」があります。武士道は、君主への絶対的な忠誠の他、信義、尚武、名誉などを重んじました。少
し詳しく言うと、義（正義）・勇（正義を貫く勇気）・仁（慈愛）・礼（心からの礼儀）・誠（正直誠実）・名誉（恥を知
る）・忠義（忠誠）の七つの徳でした。この七つの徳を「四つのテスト」と比べてみることにしました。ここからは私
が感じるままに書きましたのでお許しください。1番目の「真実かどうか」は義・勇・誠・忠義が、2番目の「みんな
に公平か」は礼・誠・名誉、次の「好意と友情を深めるか」は仁・礼・誠、最後の「みんなのためになるかどうか」は
ロータリーの理念や考えに忠実かとなって仁・誠・名誉・忠義です。こうして考えると武士道と騎士道では敬神と女性
への奉仕が異なるくらいです。しかし敬神は、騎士道の世界では一神教ですから書かれますが、武士道と言いますか
日本は多神教で宗教を問いません。ただ女性への奉仕というのは異なります。これが今盛んに言われている女性会員
がまだまだ少ない原因かも知れませんと言ったら飛躍し過ぎでしょうか。中核的価値観とも簡単に比べてみましょう。
中核的価値観は、親睦・奉仕・高潔性・多様性・リーダーシップです。親睦は仁、礼であり誠、奉仕は義であり勇、高
潔性は義、勇であり誠、多様性は仁であり礼、リーダーシップは義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義のすべてと言えます。
細かいことは別として、昔から人として生きるために言われてきたことは、ロータリーが現在言っていることにも通
じていると思います。よく言われる職業奉仕が忘れられたという話も武士道騎士道がロータリーの考えに通じるとこ
ろがあるとすれば、職業奉仕は忘れられてはいません。両道とも武士、騎士という階級ですが、当時の職業と言っても
よいと思います。すると武士道も騎士道もその職業の掟とも言えます。 
どうも近頃ロータリーを難しく考える風潮を感じます。何か理論や難しい言葉、特にロータリーが好きな略語の羅
列がまかり通っています。誰でもわかる言葉で易しく簡単にロータリーの話をするだけでよいのではないでしょうか。
それが最も公共イメージ向上につながるのではないでしょうか。公共イメージの向上はロータリーのステータスを上
げることですから。 
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II  sseerrvvee のの公公共共イイメメーージジ  

第第 22地地域域  ロローータタリリーー公公共共イイメメーージジココーーデディィネネーータターー補補佐佐  神神野野  正正博博（（七七尾尾））  
 
 
ロータリーのDEI の Diversity 多様性は、会員の人種や国籍、性別、年齢、障がいの有無、
宗教、性的指向、価値観などの多様性から、キャリアや経験、職歴、働き方といった職業生
活における多様性まで幅広いジャンルで用いられる。 
私は、2021-22 年度の国際ロータリー第 2610 地区のガバナーとして、コロナウィルス感

染症の状況を横目に見ながら、地区内 64 クラブへオンラインかリアルかで、公式訪問を行った。その中で、ク
ラブにも多様性があることに気付いた。RI 会長テーマや地区ガバナー方針など同じコンテンツが流れるものの、
その解釈や実効性は多様だ。 
決して類型化するわけではないが、大きく 3つのクラブ形態があるように思えた。 
① 伝統あるクラブでの I serve 
② 中間型 
③ 比較的若いクラブでのWe serve 
すなわち、③で示した地域における社会奉仕を目的として会員が集った元気のいいクラブでは、We・皆で集ま

り奉仕活動をやり、積極的にマスコミや SNSに情報発信し、公共イメージを向上させる。まさに、一人でできな
いことでも徒党を組むことで、自己実現を狙うわけだ。 
一方、①の伝統と格式を誇る老舗クラブだ。ここの会員になることがステータスであり、また、地域の企業や
組織のリーダーを会員とする。例会での、情報交換こそが職業奉仕であり、それが I serve である。ここでは、
「陰徳」の日本的精神とともに公共イメージ向上へのインセンティブは低いかもしれない。 
そして、②のその中間型クラブが大半を占める。クラブの重鎮の意見や特に会長の考え方で年度の取り組みは
異なる。いわば、会長イニシアティブ型だ。 
敢えて、どの類型が是かはない。繰り返すがクラブの多様性だ。ただ、新入会員にとって、自分の思いとクラ
ブの考え方で乖離があったならば不幸だと言えよう。 
各クラブが、自分たちのMission, Vision, Value を、また、なりたい姿、ありたい姿を明文化してみよう。さら
に個々の会員が「私は誰だ？」「なぜロータリーにいるのか？」といった物語を明文化してみよう。それを、地域
に公開することで、地域における公共イメージを確立し、同行の士を募ることができるのではないだろうか。 
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第第 22 地地域域  ロローータタリリーー財財団団地地域域ココーーデディィネネーータターー補補佐佐  髙髙橋橋  茂茂樹樹（（東東京京世世田田谷谷）） 
 
 
ロータリー財団地域コーディネーター補佐を拝命して 3年目の第２地域、RI 第 2750 地
区、東京世田谷ロータリークラブ所属の髙橋茂樹と申します。 

2020-21 年度、2021-22 年度はCovid-19 の影響を受けて、ARRFCとして十分な活動を
行なうことができませんでしたが、3 年目の本年度は、第 2 地域の中で私が担当をさせて
いただいております5地区のロータリー財団委員長の皆さんとも対面でお話ができる状況

になり、やっと担当地区にも伺うことができるようになりました。もともと第２地域では、チームFF9と言う第
２地域内の９地区のロータリー財団委員長の会がありますので、比較的情報交換が行われているものと思います
が、それでも、コロナの影響は大きかったと思います。 
その様な状況の中、１１月１９日に神戸で開催されました本年度のロータリー財団地域セミナーも全国から

200 名を超える皆様にお越しいただき、盛大に行なうことができました。今回のセミナーの中で、私は 2つのパ
ートを受け持たせていただきました。１つは、第 1地域の羽部大仁直前RRFCとご一緒して、「PHS(ポールハリ
スソサエティ)入会を推進する」と言うテーマで掛け合いでのお話をいたしました。もう一つは、「ロータリー財
団のクラブへの認知度向上」と言うテーマでのパネルディスカッションで、４地区のロータリー財団委員長の皆
様にパネリストになっていただき、モデレーターを務めさせていただきました。そして、これらを担当させてい
ただくにあたり、いろいろと調べさせていただきましたが、そこで思いました幾つかの点について述べさせてい
ただきます。 
まず、PHSに関しましては、PHS会員数が 100 名以上の地区は 3地区しか無く、更に１４地区でまだ PHSコ

ーディネーターがアサインされていない状況と言うことが分かりました。地区にとっても、クラブにとっても寄
付目標を達成するために、PHS 会員を増やすことは、とても重要なことと考えます。是非、PHS 入会を地区と
して推進していただければと思います。 
また、パネルディスカッションを行なうにあたって、34 地区のホームページを全て拝見いたしました。そこで

感じましたことは 3つありました。一つ目は、ロータリー財団に関する情報が少なすぎると言うことです。2つ
目は、独自の情報では無く、マイロータリーへ誘導したり、ロータリー日本財団のホームページやロータリー財
団ニュースを掲載することで、済ませているケースが多いと言うことです。マイロータリーに誘導するのであれ
ば、その前提として、マイロータリーの登録を推進しなければなりません。そして、3 つ目は、地区のロータリ
ー財団委員会がこれで本当に機能しているのかと思える地区があると思えることです。 
皆様の地区のホームページをご覧いただき、ロータリー財団に関する情報のあり方について、検討していただ
ければ幸いです。また、同時に、どの様な委員会組織にすれば、より効果的な、より実践的な委員会活動が行え
るかも、再検討いただければと思います。 
ロータリー財団がなぜ必要なのか、なぜ重要なのか、その答えを、是非、もう一度お考えいただき、実行して
いただきます様お願い申し上げます。 
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出席報告（11月末現在）・MyRotary登録率

純純増増減減((女女性性))

5599  ((77))

5 116 118 0 0 118 2 0 78.81%

4 61 63 0 0 63 2 20 52.38%

2 37 42 2 0 44 7 9 59.09%

4 74 79 0 0 79 5 0 37.97%

3 50 53 0 0 53 3 1 44.44%

3 18 19 1 0 20 2 3 35.00%

356 (36) 374 (38) 3 () 0 () 377 21 51.28%

3 68 69 0 0 69 1 26 57.97%

3 32 38 2 0 40 8 3 55.00%

3 50 53 0 0 53 3 14 58.49%

5 42 42 1 0 43 1 28 44.19%

192 (31) 202 (32) 3 () 0 () 205 13 53.91%

4 75 78 0 0 78 3 15 100.00%

3 24 26 0 0 26 2 0 30.77%

3 92 93 0 0 93 1 18 56.99%

4 28 28 0 0 28 0 8 64.29%

3 37 37 0 0 37 0 0 86.84%

256 (17) 262 (18) 0 () 0 () 262 6 67.78%

3 132 133 0 0 133 1 10 42.86%

2 70 72 0 1 71 1 3 26.39%

3 67 68 0 0 68 1 25 38.24%

3 31 32 0 0 32 1 15 53.13%

4 45 45 0 0 45 0 24 68.89%

4 33 33 0 0 33 0 24 21.21%

378 (27) 383 (29) 0 () 1 () 382 4 41.78%

4455

22002211 ((116600)) 22007744 ((116677)) 77

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22

ククララブブ数数 年年度度初初（（女女性性)) 当当月月初初((女女性性)) 新新会会員員((女女性性)) 退退会会数数((女女性性)) 月月末末数数((女女性性))

(()) 11 (()) 22008800 ((116677))

*純増減は年度初の会員数との対比となります。

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

メイク 出席率年度初
(女性)

当月初
(女性)

75.56%

前橋西 67.33% 74.97%

前橋東 61.70% 71.96%

新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

前橋 75.56%

第
２
分
区
Ａ

桐生 82.75% 80.61%

桐生南 61.65% 76.54%

桐生西

87.94%

前橋南 81.12% 81.75%

前橋中央 75.44% 80.70%

第
１
分
区

前橋北 87.94%

合計

76.21% 85.75%

桐生赤城 68.26% 82.35%

合計 72.22% 81.31%

74.85% 78.81%

伊勢崎南 74.11% 81.25%

伊勢崎東 88.29% 88.29%

第
２
分
区
Ｂ

伊勢崎 83.10% 85.29%

群馬境 82.61% 82.61%

伊勢崎中央 68.18% 75.00%

合計 79.26% 82.49%

66.11% 79.45%

高崎セントラル 59.84% 78.74%

高崎北 43.61% 56.91%

高崎東 43.36% 60.73%

合計 52.88% 64.13%

第
３
分
区

高崎 50.88% 53.38%

高崎南 53.48% 55.56%

高崎シンフォニー

MyRotary
登録率

(12月20日現在)

当当月月出出席席率率（（メメイイクク含含むむ))自自ククララブブ出出席席率率

6677..77%% 7755..33%%

MMyyRRoottaarryy登登録録率率((1122月月2200日日現現在在))

5555..2299%%
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出席報告（11月末現在）・MyRotary登録率

3 68 69 0 0 69 1 7 72.46%

3 14 14 0 0 14 0 5 42.86%

3 45 45 0 0 45 0 4 60.00%

3 25 27 0 0 27 2 4 29.63%

3 42 43 0 0 43 1 4 26.19%

194 (11) 198 (12) 0 () 0 () 198 4 46.23%

4 56 58 0 0 58 2 25 44.83%

3 29 29 0 0 29 0 18 17.86%

3 16 15 0 0 15 -1 2 20.00%

2 11 11 0 0 11 0 1 9.09%

3 29 29 0 0 29 0 8 100.00%

141 (10) 142 (10) 0 () 0 () 142 1 38.36%

3 57 56 0 0 56 -1 20 73.68%

5 66 72 0 0 72 6 40 56.94%

2 17 16 0 0 16 -1 2 20.00%

4 20 21 0 0 21 1 4 42.86%

2 45 45 0 0 45 0 6 80.00%

4 43 44 0 0 44 1 14 100.00%

248 (16) 254 (16) 0 () 0 () 254 6 62.25%

4 41 41 0 0 41 0 5 39.02%

2 48 48 1 0 49 1 10 81.63%

3 61 64 0 0 64 3 16 57.81%

2 10 10 0 0 10 0 0 30.00%

3 38 37 0 0 37 -1 9 43.24%

2 8 8 0 0 8 0 0 50.00%

2 24 24 0 0 24 0 7 56.52%

3 26 27 0 0 27 1 4 29.63%

256 (12) 259 (12) 1 () 0 () 260 4 48.48%

年度初
(女性)

当月初
(女性)

新会員
(女性)

退会数
(女性)

月末数
(女性)

純増減
(女性)

　　　　出出席席報報告告　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　11//22

クラブ名
回
数

自クラブ
出席率

会員数　(純増減は年度初数との対比となります)

メイク 出席率

第
５
分
区

新田 65.43% 70.37%

太田中央 51.16% 54.26%

第
４
分
区
Ａ

太田 48.30% 51.68%

太田西 78.57% 100.00%

太田南 57.80% 59.96%

合計 60.25% 67.25%

第
４
分
区
B

館林 74.31% 85.59%

大泉 69.45% 100.00%

館林ミレニアム 72.21% 82.90%

合計 72.43% 85.25%

館林西 53.33% 57.77%

館林東 92.86% 100.00%

75.12% 89.19%

沼田 65.28% 69.44%

草津温泉 37.50% 37.50%

64.00%

藤岡南 54.06% 72.98%

富岡中央 76.24% 84.86%

第
６
分
区

富岡 89.08% 92.67%

藤岡 65.86% 78.05%

安中 48.68% 57.14%

合計 68.23% 75.37%

碓氷安中 68.75% 68.75%

富岡かぶら 58.66%

MyRotary
登録率

(12月20日現在)

藤岡北 84.52% 84.52%

渋川みどり 56.10% 64.87%

合計 61.84% 68.17%

中之条 80.40% 84.34%

沼田中央 56.66% 63.66%

渋川
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新会員紹介

氏 名 川又　正明
ク ラ ブ 高崎南RC

入 会 日 2022年12月６日

職業分類 料理・飲食・ホテル

勤 務 先 ㈱ホテルメトロポリタン高崎

役 職 代表取締役社長

推 薦 者 武藤　康敏

氏 名 正田　慶樹
ク ラ ブ 前橋南RC

入 会 日 2022年12月７日

職業分類 建設業（土木・建築）

勤 務 先 有限会社　正田工業

推 薦 者 古澤　泰明
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年度初
入会

目標

入会

実績

目標

残
達成率 年度初

入会

目標

入会

実績

目標

残
達成率

116 3 6 -3 200.0% 68 5 1 4 20.0%

61 5 3 2 60.0% 14 5 0 5 0.0%

37 1 7 -6 700.0% 45 5 0 5 0.0%

74 4 5 -1 125.0% 25 3 2 1 66.7%

50 5 3 2 60.0% 42 2 2 0 100.0%

18 3 2 1 66.7% 119944 2200 55 1155 2255..00%%

335566 2211 2266 --55 112233..88%% 56 5 2 3 40.0%

68 2 2 0 100.0% 29 1 1 0 100.0%

32 3 8 -5 266.7% 16 2 0 2 0.0%

50 2 3 -1 150.0% 11 1 0 1 0.0%

42 1 1 0 100.0% 29 1 1 0 100.0%

119922 88 1144 --66 117755..00%% 114411 1100 44 66 4400..00%%

75 10 3 7 30.0% 57 1 1 0 100.0%

24 2 2 0 100.0% 66 3 6 -3 200.0%

92 4 1 3 25.0% 17 1 1 0 100.0%

28 1 0 1 0.0% 20 1 3 -2 300.0%

37 3 2 1 66.7% 45 3 1 2 33.3%

225566 2200 88 1122 4400..00%% 43 2 1 1 50.0%

132 5 2 3 40.0% 224488 1111 1133 --22 111188..22%%

70 4 3 1 75.0% 41 2 2 0 100.0%

67 2 2 0 100.0% 48 5 1 4 20.0%

31 2 1 1 50.0% 61 2 3 -1 150.0%

45 2 0 2 0.0% 10 1 0 1 0.0%

33 2 0 2 0.0% 38 2 0 2 0.0%

337788 1177 88 99 4477..11%% 8 2 0 2 0.0%

24 5 0 5 0.0%

26 1 1 0 100.0%

225566 2200 77 1133 3355..00%%

新新会会員員　　入入会会実実績績報報告告

目標残新会員　入会目標年度初

太田

クラブ名

達成率

クラブ名

クラブ数 新会員　入会実績

22002211 112277 88554455 4422

第

１

分

区

前橋中央

第

４

分

区

Ａ

合合計計

前橋

前橋西

前橋東

前橋北

前橋南

6677%%

太田西

太田南

新田

太田中央

第

２

分

区

Ｂ

合合計計

伊勢崎

群馬境

伊勢崎中央

伊勢崎南

伊勢崎東

合合計計

第

２

分

区

Ａ

桐生西

桐生赤城

桐生

桐生南

合合計計

第

４

分

区

B

高崎

高崎南

館林

大泉

館林西

館林東

館林ミレニアム

合合計計

合合計計

第

５

分

区

渋川

沼田

草津温泉

中之条

沼田中央

渋川みどり

藤岡南
＊上記の数値は新会員入会者のみの目標および実績を表記し

ております。退会者数はカウントしておりません。　　よって各クラ

ブの現在の会員数を示すものではありません。

第

３

分

区

富岡

藤岡

安中

藤岡北

富岡中央

碓氷安中

高崎東

高崎北

高崎シンフォニー

高崎セントラル

合合計計

合合計計

富岡かぶら

第

６

分

区

新会員　入会実績報告（11月末現在）
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　「暴言をうけた子どもの脳は傷つく」ことをご存知でしょうか。福井大学　子どものこころの発達

研究センター教授　副センター長　小児神経科医　友田明美先生の米国留学時代の衝撃的な研究結

果です。子どものころ辛い体験がある学生や社会人約2000人に聞き取り調査を１人に３日かけて

行い、辛い体験のない人の脳のMRI画像と比較した結果、①厳しい体罰をうけた人：学びや記憶に

かかわる「前頭前野」が萎縮、感情や思考をコントロール・抑制する部位の萎縮も見られた。②言

葉の暴力を受けた人：コミュニケーションで重要な「聴覚野」が変形。言葉の暴力は脳のダメージ

が身体的なものよりはるかに大きい。③家庭内暴力を見た人・性的暴力を受けた人：「視覚野」の萎縮、

つまり見たくないものを見ない。「こんなことも出来ないのか」「産まなければよかった」など脅した

り、侮辱したり、兄弟と比較したりすることも「不適切なかかわり＝虐待」だそうです。そんな時　

脳は傷つきます。傷ついた脳への癒し、ご褒美は何でしょうか。それは「ほめること」だそうです。

子どものダメなところを探したり、指摘するのは簡単です。しかし良いところを見つけて褒めるの

は相手のことを考えてあげて、ある意味愛情がなければ難しいものです。「いいところ探し」を常に

心がけておく必要があります。これは子どもに限らず大人の人に対しても言えることです。

３歳児に「25％ルール」というのがあります。『伸ばしたい行動が25％くらい出来たら褒める』。

子どもは褒められれば自己肯定感が高まります。アクションの原動力です。

　この「短評」を書いているときウクライナの子どもたちはどうなんだろうか？という思いが頭の

中によぎりました。ロシアのウクライナへの侵攻が始まってすぐのニュース映像が放送されました。

シェルターの中に避難していた10歳くらいの男の子の映像です。「こわいよ、ぼく死にたくないよ」

と泣きながら簡易ベッドで頭を抱えて座っていました。あの子にとっての戦争のトラウマが脳の成長、

精神発達に及ぼす影響は計り知れないものがあると思われます。ウクライナのすべての子どもたち

が同じ経験をしています。一刻も早い戦争の終結を祈らずにはいられません。

ガバナー月信　2022年11月　短評
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ガバナー事務所よりお願い

ガバナー月信に関して
◦�原稿の締め切りは、毎月15日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し中野正
美ガバナー事務所 nakano@rid2840.jp まで送信してください。なお、写真等の画像がある場合は、
デジタルデータでお送りください。

◦�新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月15日です。（15日以降のご連絡分につきましては、次月号の
掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、役職、推薦者氏名を記
入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメールにてお送りください。なお、
訃報につきましてはクラブ会長様に250字以内で追悼文を作成いただき、ご連絡をお願いいたします。

ガバナー事務所に関して
◦�ガバナー事務所の開所時間は従前どおり午前10時から午後５時となっておりますのでよろしくお
願いいたします。尚、原則として正午から午後１時までは昼休みとなっております。

◦�ガバナー事務所は下記の通り年末年始休暇を頂きますのでよろしくお願いいたします。

2022年12月29日㈭〜 2023年１月６日㈮
月信への寄稿のお願い
◦�毎月1日に発刊しているガバナー月信ですが、是非とも第2840地区の各クラブで行われた奉仕事
業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？

　�原稿締め切りは毎月15日になります。原稿を15日以前にガバナー事務所宛にメールしていただけ
れば翌月号に掲載させていただきます。

編 集 後 記
　高崎観音山の麓にある「一路堂」と「徳明園」の紅葉を楽しんできました。
　「白衣観音　慈悲の御手」の観音様を間近に見るのは何年ぶり、いや何十年ぶりかも知れません。
観音様ってこんなに大きかったのか、と改めて驚きました。
　一路堂では我々のラジコン仲間の一人が水彩画の個展を開いておりましたので、それを見に行っ
たのです。
　ラジコン機を飛ばすことで集まっている仲間と、水彩画の個展がどうしても結びつきませんでし
たが、彼の水彩画はとても素敵な、柔らかな絵でした。
　普段は共通のテーマで集まっている人の、知られざる意外な一面を知ることが出来ました。
　編集子としては、話の受け皿を広くして、人の話（仕事以外の趣味、興味等々）を聴いてまず受
け入れる、ということを学びました。
　そこで近くに「徳明園」という紅葉の名所があることを知り、足を運びました。
　手入れの行き届いた園内では紅葉が今を盛り、と真っ赤に燃えていました。
　全山紅葉、という風情も素晴らしいのですが、ここ徳明園のように手入れの行き届いた庭園の紅
葉も素晴らしい景色を作り出しています。
　園内では結婚を控えた若い女性が前撮り写真を撮っていました。
　高崎駅の西口東口の周辺しか知らない編集子にとって、高崎市の新しい魅力の発見でした。
　季節の花がいろいろ咲きそうで、楽しみな庭園です。
　今月の表紙はその徳明園の紅葉です。２回連続の紅葉の表紙になってしまいました。



中野正美ガバナー事務所
群馬県前橋市問屋町2-2　前橋問屋センター会館1F 

TEL 027-212-2840
FAX 027-212-2841 


